


            

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
２
回
定
例
会
で
産
業
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
陳
情
は
、

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
の
報
告

ど
お
り
、
趣
旨
採
択
と
決
定
。

□

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
、
２

企
業
会
計
の
合
わ
せ
て
10
会
計
の

決
算
認
定
は
、
設
置
さ
れ
た
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
19
年
７
月
12
日
に
発
生
し

た
雷
で
被
害
を
受
け
た
簡
易
水
道

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
に
緊
急
を

要
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
専
決

処
分
を
承
認
し
た
。

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
19
年
10
月
３
日
で
任
期
満

了
と
な
る
山
川
揚
大
氏
の
再
任
に

同
意
し
た
。

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
19
年
10
月
８
日
で
任
期
満

了
と
な
る
山
下
純
一
氏
の
再
任
に

同
意
し
た
。

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
19
年
５
月
８
日
、
町
内
西

２
条
９
丁
目
の
道
道
交
差
点
で
、

一
時
停
止
を
無
視
し
た
相
手
方
車

両
が
町
公
用
車
に
衝
突
。

当
該
車
両
に
対
す
る
損
害
賠
償

の
和
解
と
、
そ
の
賠
償
金
額
を
可

決
。

◇
賠
償
金
額

４
万
円

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
19
年
６
月
27
日
、
役
場
庁

舎
前
で
、
町
公
用
車
が
駐
車
中
の

相
手
方
車
両
に
接
触
。

当
該
車
両
に
対
す
る
損
害
賠
償

の
和
解
と
、
そ
の
賠
償
金
額
を
可

決
。

◇
賠
償
金
額

12
万
１
３
７
０
円

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本
町
に
在
住
す
る
名
誉
町
民
に
、

生
存
中
に
限
り
支
給
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
年
金
を
廃
止
す
る
条

例
の
一
部
改
正
を
可
決
。

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉

耕

治
氏

(

77
歳)

※
町
長
と
し
て
６
期
24
年
間
、
本

町
の
行
政
、
産
業
、
経
済
の
発
展

及
び
教
育
文
化
、
福
祉
の
増
進
に

多
大
な
貢
献
に
対
し
、
名
誉
町
民

の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
決
定
。

★

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
誉
町
民
は
、
本
町
に
お
け
る

最
高
位
の
功
績
と
業
績
を
た
た
え

る
も
の
で
あ
り
、
条
例
に
規
定
し

て
い
る
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
。

☆

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

泉
氏
は
、
町
長
と
し
て
本
町
の

行
政
、
産
業
、
経
済
等
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
名
誉
町
民
に
ふ
さ
わ

し
い
方
で
あ
る
。

□

 
 
 
 
 

◇
取
得
財
産

ス
ク
ー
ル
バ
ス

１
台

(

41
人
乗)

◇
契
約
相
手

㈲
道
東
車
輌
工
業

◇
取

得

額

１
６
７
９
万
９
６

０
０
円

 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                                     



            

□

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

８
会
計
の
補
正
予
算
は
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
の
結
果
、

可
決
す
べ
き
と
決
定
。

本
会
議
で
原
案
ど
お
り
可
決
。

(

同
特
別
委
員
会
の
質
疑
状
況
は

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

□

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台
風
９
号
の
大
雨
等
に
よ
り
被

害
の
あ
っ
た
公
共
施
設
の
災
害
復

旧
費
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
。

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

意
見
書
、
陳
情
書
の
内
容
は
10

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

□

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歳
出
の
み
の
補
正
で
予
算
総
額

は
変
わ
ら
ず
。(

港
湾
管
理
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
等
１
３
２
７
万

９
０
０
０
円
と
予
備
費
減
額
の
補

正)

原
案
ど
お
り
可
決
。

□

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
４

６
１
万
５
０
０
０
円
を
追
加
。
歳

入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１

億
９
２
０
１
万
５
０
０
０
円
と
す

る
補
正
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

 

          

                         

                    

                        

       

                

     

                     

             

                

  

                        

                

             

                

      

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

                                     



            

 

 

 

 

 
 
 
 

町
は
来
年
の
開
町
１
４
０
年
記

念
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
町
民
か
ら

募
集
し
、
決
定
す
べ
く
推
進
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
が
、
こ
の
厳
し

い
財
政
難
の
中
、
１
３
０
年
の
時

と
同
様
に
約
１
５
０
０
万
円
も
の

予
算
で
実
施
す
る
こ
と
に
町
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

毎
年
の
記
念
式
典
程
度
に
抑
え
、

貴
重
な
財
源
を
少
し
で
も
福
祉
、

教
育
、
産
業
振
興
に
振
り
向
け
、

ま
た
不
慮
の
災
害
に
も
備
え
る
べ

き
と
思
う
。
管
理
職
会
議
で
も
十

分
討
議
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

 
 
 
 

記
念
事
業
は
、
開
町
１
０
０
年

以
降
、
10
年
ご
と
に
時
代
環
境
も

考
慮
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

１
４
０
年
記
念
事
業
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
総
合
計
画
で
も
位
置

付
け
て
お
り
、
財
政
状
況
等
も
勘

案
し
て
実
施
す
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。｢

開
町
１
４
０
年
記
念
事
業
推

進
委
員
会｣

を
中
心
に
、
町
民
か

ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
10

年
に
１
度
の
節
目
と
し
て
、
町
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
事
業
内
容
を

考
え
て
い
る
。

 

 

 

 

 
 
 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

場
合
、
特
効
薬
と
し
て
タ
ミ
フ
ル

が
良
い
と
さ
れ
、
各
自
治
体
も
備

蓄
に
努
力
し
た
が
、
服
用
後
の
飛

び
降
り
事
故
の
多
発
か
ら
、
10
代

に
対
し
て
は
使
用
で
き
な
く
な
り
、

受
験
生
な
ど
は
予
防
接
種
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

管
内
で
も
２
町
村
が
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 
 
 
 

児
童
生
徒
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、
予
防
接
種

の
助
成
を
、
少
子
化

対
策
の
一
環
で
管
内

で
も
実
行
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
り
検
討

し
た
い
。

し
か
し
、
１
歳
か

ら
６
歳
未
満
の
幼
児

で
は
、
発
病
を
阻
止

す
る
効
果
は
小
さ
い

と
聞
い
て
い
る
。
予

防
方
法
と
し
て
帰
宅

時
の
手
洗
い
、
う
が

い
な
ど
の
周
知
も
行

い
な
が
ら
、
調
査
研

究
、
検
討
し
た
い
。

 

    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

               

                                     



            

 
 
 
 
 

来
年
４
月
か
ら
70
歳
か
ら
74
歳

の
病
院
で
の
負
担
が
２
倍
に
な
り
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
診
療

が
差
別
さ
れ
る
。
世
界
に
例
が
な

い
乱
暴
な
医
療
制
度
の
改
悪
が
拙

速
と
い
わ
れ
る
形
で
強
行
さ
れ
る

こ
と
に
大
き
な
怒
り
が
全
国
規
模

で
の
運
動
と
な
っ
て
き
た
。
町
は

広
報
に
連
載
し
た
り
、
説
明
会
な

ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
町
議
会
で

は
｢

今
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な
い

か
ら
御
安
心
を｣

と
い
う
態
度
し

か
示
し
て
い
な
い
。
少
な
い
年
金

か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
老

人
の
気
持
ち
を
知
る
べ
き
だ
。

 
 
 
 

平
成
20
年
４
月
か
ら
の
医
療
制

度
の
改
正
に
つ
い
て
、
町
広
報
や

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か

け
て
説
明
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

保
険
料
の
軽
減
措
置
も
現
行
の
老

人
保
健
制
度
と
同
様
に
な
っ
て
お

り
、
直
接
の
窓
口
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
親
切
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

今
回
の
医
療
制
度
改
革
で
は
、

予
防
、
健
診
の
充
実
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
町
も
こ
れ
に
力
を
入

れ
た
い
。
ま
た
、
既
に
病
院
に
か

か
っ
て
い
る
方
に
は
、
昨
年
か
ら

保
健
師
に
よ
る
重
複
・
多
受
診
者

に
対
し
て
の
実
態
把
握
と
、
病
院

の
か
か
り
方
な
ど
の
保
健
指
導
を

進
め
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
対
す
る
問
題
点
、
改
善
点

は
、
全
国
共
通
の
問
題
で
も
あ
り
、

関
係
機
関
と
連
係
し
住
民
の
立
場

で
取
り
組
む
。

 
 
 
 
 
 

本
町
の
２
０
０
７
年
度
普
通
交

付
税
は
前
年
度
か
ら
減
額
で
決
定

さ
れ
た
が

｢

新
型
交
付
税｣

、｢

頑

張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

は
、

小
規
模
自
治
体
へ
の
支
援
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

｢

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム｣

の
事
業
計
画
内
容
は
ど
う
か
。

一
般
財
源
確
保
の
た
め
３
０
０
０

万
円
、
３
年
間
の
枠
を
十
分
活
用

す
べ
き
で
は
。

来
年
度
以
降
、
条
件
不
利
地
域

の
自
治
体
へ
の
交
付
税
削
減
に
な

ら
な
い
よ
う
、
国
・
道
へ
働
き
か

け
る
べ
き
。

 
 
 
 

地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
比
総

枠
で
減
と
な
っ
て
お
り
、
新
型
交

付
税
の
恩
恵
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
３
年
間
で
９
０
０
０

万
円
の
特
別
交
付
税
措
置
が
あ
り
、

５
つ
の
計
画
を
提
出
し
た
。

１

子
育
て
家
庭
支
援

２

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
ま
ち
づ
く
り

３

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

(

学
校
の
耐
震
関
係)

４

健
康
サ
ポ
ー
ト

(

健
診
関
係)

５

高
齢
者
・
女
性
に
優
し
い
漁

業

(

漁
業
の
振
興
策)

総
事
業
費
は
約
３
億
７
０
０
０

万
円
、
う
ち
約
２
億
３
０
０
０
万

円
が
一
般
財
源
で
、
採
択
結
果
は

10
月
に
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

地
方
交
付
税
は
、
概
算
要
求
で

来
年
度
４
％
減
と
言
わ
れ
て
お
り
、

阻
止
に
向
け
て
全
国
の
自
治
体
と

と
も
に
国
に
訴
え
た
い
。

 

           

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

            

                  

        

       

     

                                     



            

 
 
 
 
 
 

国
は
、
社
会
保
障
な
ど
国
民
生

活
関
連
予
算
を
中
心
に
、
削
減
の

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
生
活
貧
困

者
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

税
源
移
譲
で
増
税
と
な
っ
た
人

で
も
、
収
入
が
激
減
し
た
人
の
一

部
に
は

｢

経
過
措
置｣

(

救
済
措

置)

が
あ
る
が
、
知
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
周
知
と
町
独
自
の
税
の

減
免
制
度
を
は
じ
め
、
き
め
細
や

か
な
支
援
体
制
が
必
要
で
は
な
い

か
。

 
 
 
 

税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
町
税

条
例
で
救
済
措
置
を
図
る
べ
く
考

え
て
い
る
。
国
の
制
度
の
活
用
は
、

広
報
等
を
通
じ
て
住
民
に
周
知
し

た
い
。

地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
厳

し
い
状
況
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
福
祉
施
策
は
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

対
応
し
て
い
く
。

国
に
対
し
、
全
国
の
町
村
が
結

集
し
て
国
民
の
生
活
水
準
の
堅
持

を
訴
え
て
い
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 

７
月
に
十
勝
港
を
利
用
し
た
自

衛
隊
の
軍
事
訓
練

｢

南
方
転
地
演

習｣

は
、｢

首
都
防
衛｣

の
名
の

も
と
に
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
も
対
応

で
き
る

｢

都
市
型
戦
闘
訓
練｣

、

｢

テ
ロ
対
策
訓
練｣

を
行
っ
た
も

の
。
し
か
し
、
テ
ロ
特
措
法
に
よ

る
６
年
間
の

｢

対
テ
ロ｣

戦
争
支

援
の
結
果
、
戦
争
で
は
テ
ロ
は
無

く
な
ら
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
る
。

｢

核
兵
器
廃
絶
・
平
和
の
町
宣

言｣

の
広
尾
町
の
港
を
軍
事
訓
練

に
利
用
す
る
こ
と
は
拒
否
す
べ
き

と
思
う
が
。

 
 
 
 

十
勝
港
の
岸
壁
は
す
べ
て
公
共

岸
壁
で
あ
り
、
港
湾
法
上
、
管
理

者
と
し
て
は
入
港
を
拒
否
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

請願 (陳情) とは､ 国や道､ 町に対し希望や要望

をすることで､ 憲法や地方自治法に規定された住民

の権利です｡

私たちの町を住みよい町にするために請願 (陳情)

書を御利用ください｡ 詳しくは､ 議会事務局へお問

い合わせください｡

       

     

        

  

             

             

             

            

          

 
 
 

                 

                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

                                     



            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ

当
初
計
画
を
見
直
し
、
増
築

部
分
を
渡
り
廊
下
で
結
ぶ
方
式

に
変
更
し
た
た
め
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ

再
精
査
の
結
果
、
増
築
面
積

を
当
初
計
画
よ
り
増
や
す
こ
と

と
し
た
。

 

         

      

       

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

                    

           

                    

                  

                   

                      

                     

                      

        

               

      

                

                

           

                  

                  

                  

                    

       

                 

                                     



            

 
 
 

平
成
19
年
８
月
１
日
・

９
月
10
日

調
査
に
先
立
ち
、
南
十
勝
複
合

事
務
組
合
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

視
察
を
行
い
、
一
般
廃
棄
物
の
搬

入
・
処
理
状
況
と
容
器
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
く
ア
ル
ミ
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
回
収
業
務

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

平
成
15
年
度
以
降
、
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
る
も
え
る
ご
み
は
年

２
５
０
０
ト
ン
前
後
、
ま
た
、
も

え
な
い
ご
み
は
２
２
０
ト
ン
前
後

で
推
移
し
て
い
る
が
、
人
口
減
に

よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
住
民
に
よ
る
直
接
搬
入

量
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
で
処
理
す
る
ご
み
の
55
％
は
、

広
尾
町
か
ら
の
搬
入
分
で
あ
る
。

平
成
16
年
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
も
え
る
ご
み
の
１
人
当
た
り

の
一
日
排
出
量
は
、
全
国
平
均
で

１
０
８
６
グ
ラ
ム
、
北
海
道
は
１

２
０
０
グ
ラ
ム
、
広
尾
町
は
１
０

７
６
グ
ラ
ム
で
全
国
平
均
を
や
や

下
回
る
。
町
で
は
今
後
も
住
民
の

協
力
を
得
て
ご
み
の
減
量
化
に
取

り
組
む
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

第
４
次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合

計
画
実
施
計
画

(

平
成
13
〜
22
年

度)

の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

町
主
体
の
総
事
業
費
は
１
３
５

億
４
２
０
０
万
円
で
、
前
期
５
か

年

(

平
成
13
〜
17
年
度)

の
事
業

費
は
66
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
、

進
ち
ょ
く
率
は
48
・
８
％
。
国
、

道
、
団
体
主
体
の
総
事
業
費
は
１

１
７
億
２
０
０
０
万
円
で
、
前
期

事
業
費
は
67
億
２
９
０
０
万
円
と

な
り
、
進
ち
ょ
く
率
は
57
・
４
％
。

総
体
で
は
52
・
８
％
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
初
計
画
に
網
羅
さ
れ

て
い
た
事
業
の
う
ち
、(

仮
称)

ふ
れ
あ
い
交
流
館
や
地
場
産
品
加

工
研
究
施
設
な
ど
の
大
型
事
業
は
、

財
政
事
情
な
ど
に
よ
り
次
期
計
画

に
先
送
り
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

②

町
懸
案
施
策

ア

町
立
病
院
増
改
築
計
画
に
つ

い
て

外
来
患
者
の
利
便
性
及
び
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的
と
し
た
診

療
室
、
待
合
室
な
ど
の
増
改
築
に

つ
い
て
再
度
精
査
し
た
結
果
、
当

初
計
画
よ
り
面
積
を
増
や
し
、
ま

た
建
物
本
体
の
耐
震
診
断
を
必
要

と
し
な
い

｢

渡
り
廊
下｣

方
式
で

増
築
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
面
積

は
当
初
計
画
比
で
約
1.5
倍
と
な
る

見
込
み
で
、
所
要
の
設
計
委
託
料

の
増
額
を
９
月
に
補
正
提
案
し
、

工
事
に
つ
い
て
は
冬
季
間
の
施
工

を
避
け
、
来
春
の
着
工
を
目
指
し

た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

委
員
か
ら
、
患
者
の
利
便
性
を

図
る
増
改
築
計
画
で
あ
る
か
ら
時

間
を
か
け
て
精
査
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

イ

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
工

場
誘
致
活
動
に
つ
い
て

原
油
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、

次
世
代
の
燃
料
と
し
て
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
が
世
界
的
に
注
目
を
浴

び
て
い
る
。
輸
入
原
料
に
よ
る
製

造
工
場
の
立
地
で
港
湾
の
利
活
用

と
、
さ
ら
に
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
過

程
か
ら
出
る
残ざ

ん

渣き

物ぶ
つ

は
家
畜
用
え

さ
と
し
て
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
製
造
工
場
を
誘
致
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
期
成

会
に
対
し
、
要
望
活
動
費
を
助
成

し
て
い
る
。

委
員
か
ら
、
補
助
す
る
以
上
、

町
と
し
て
も
予
測
調
査
等
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

                     

                                     



            

 
 
 

平
成
19
年
７
月
31
日

調
査
に
先
立
ち
、
町
道
４
か
所

(

オ
ス
ロ
通
・
丸
山
南
２
丁
目
・

並
木
通
東
２
丁
目
・
墓
園
前
道
路)

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

現
在
、
町
道
４
８
１
路
線
の
総

延
長
は
約
４
３
７
㎞
で
、
そ
の
う

ち
舗
装
延
長
は
約
２
０
０
㎞
で
舗

装
率
は
約
45
％
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
維
持
補
修

(

舗
装)

事
業
、

道
路
新
設
改
良
事
業
、
道
路
環
境

整
備
事
業
、
街
路
樹
管
理
事
業
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
執
行
率
及
び
進
ち
ょ

く
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
委
員
か
ら
次
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

①

町
道
と
国
道
等
の
交
差
点
付

近
の
雑
草
が
刈
ら
れ
て
い
な
い
た

め
見
通
し
が
悪
く
、
交
通
安
全
上
、

危
険
な
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

町
で
は
、
国
道
を
管
理
す
る
帯

広
開
発
建
設
部
に
そ
の
都
度
申
し

入
れ
を
し
て
い
る
が
、
危
険
性
が

高
い
場
所
は
町
で
対
応
す
る
場
合

も
あ
る
。

②

町
道
の
雑
草
駆
除
に
、
除
草

剤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境

面
で
問
題
が
あ
る
。

町
で
は
、
人
家
と
の
距
離
等
、

周
辺
状
況
を
十
分
考
慮
し
て
使
用

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

③

オ
ス
ロ
通
や
丸
山
通
の
歩
道

の
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
サ
ン
タ
ラ

ン
ド
の
町
と
し
て
の
景
観
形
成
を

目
的
と
し
た
が
現
在
で
は
劣
化
が

激
し
く
、
歩
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。

町
で
は
、
財
政
的
な
制
約
も
あ

る
が
、
安
全
性
を
重
視
し
、
部
分

的
な
改
修
で
対
応
す
る
方
針
で
あ

る
。

④

街
路
灯
の
整
備
は
、
基
本
的

に
町
内
会
か
ら
の
要
望
を
集
約
し

現
地
確
認
の
う
え
計
画
的
に
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
並
木
通
東
２
丁

目
の
変
則
町
道
の
解
消
に
向
け
て

町
で
は
、
地
権
者
と
話
し
合
い
を

し
て
お
り
、
問
題
解
決
の
努
力
を

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

個
別
排
水
事
業
に
は
、
環
境
省

型
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
と
総
務
省
型
の
個
別
排
水
処

理
施
設
整
備
事
業
の
２
種
類
が
あ

る
が
、
当
町
は
総
務
省
型
を
選
択

し
、
平
成
15
年
か
ら
10
か
年
計
画

で
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
17
年
度
以
降
は
、
計

画
に
対
し
半
数
以
下
の
実
績
戸
数

と
な
っ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
は

高
齢
化
や
農
家
等
の
後
継
者
不
足

の
問
題
が
あ
り
、
整
備
計
画
自
体

の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

                              

                  

                  

                       

           

                                     



            

  

  
  
  
  

突
然
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

丸
紅
㈱
は
じ
め
大
手
５
社

が
十
勝
港
に
進
出
し
、
飼
料

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
建
設
す
る

と
い
う
、
極
め
て
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

投
資
額
は
一
四
〇
億
円
を

超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
私

を
含
め
多
数
の
町
民
は
驚
く

と
と
も
に
、
歓
喜
し
た
と
思

い
ま
す
。

こ
の
投
資
額
の
大
き
さ
に

は
比
較
対
象
の
例
が
見
あ
た

ら
ず
、
唖あ

然ぜ
ん

と
し
つ
つ
も
、

ま
ず
は
本
町
経
済
に
も
た
ら

す
大
き
な
波
及
効
果
を
期
待

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

十
勝
港
の
利
活
用
は
我
が

町
の
存
亡
を
か
け
た
重
要
懸

案
事
項
で
あ
り
、
町
民
の
宿

望
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
現
地
法
人
設
立
に

動
き
出
し
て
い
る
と
も
聞
き

ま
す
。

広
尾
町
は
じ
ま
っ
て
以
来

の
大
規
模
計
画
に
、
私
た
ち

は
議
員
と
し
て
の
使
命
を
最

大
限
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
と

痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

舩
木
登
良
男

記

    

５日 議会運営委員会

６日 広尾市街地区敬老会

10日 第３回町議会定例会 (～13日)

20日 開町記念式典

     

４日 十勝町村議会議員研修会 (音更町)

15日 第４回町議会臨時会

15日 議員協議会

23日 産業常任委員会行政視察 (～24日・小樽市､

札幌市)

27日 中川義雄内閣府副大臣就任祝い (帯広市)

27日 サンタランドツリー点灯式

30日 決算審査特別委員会 (～11月２日)

     

９日 議員定数に係る調査特別委員会

10日 東京広尾会 (～12日・東京都)

13日 総務常任委員会行政視察 (～14日・美瑛町､

清水町)

13日 財務行政懇話会

16日 産業常任委員会

19日 議会広報特別委員会

21日 総務常任委員会

22日 十勝圏複合事務組合議会・十勝環境複合事

務組合議会 (帯広市)

28日 町村議会議長全国大会 (～30日・東京都)

    

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                  

                                  

        

                      

                      

             

                   

          

                    

         

                        

                  

         

                      

                

         

                      

           

          

            

          

      

                        

                     

                 

             

      

                      

                     

                     

            

     

                                      


